
令和２年度　各教科のカリキュラム・年間シラバス

近畿大学附属豊岡高等学校・中学校 中高一貫（高等部） コース

科目基本情報

科目名 総合的な探究の時間　「総合探究学習」【地域経営】

学年 組 週単位数 使用教科書 啓林館「課題探究メソッド」

1、２ 1 補助教材 ルーブリック評価表（本校作成）
2020年度（28）

教科・科目情報

授業・課題
の概要

「働き方改革」が各企業として課題となる中、人材マネジメントの観点から地元企業の経営方針や企業の魅力に触れ、高
校生目線で「雇用」について考察を深め、実際作成したプランで検証を図る。

学習到達目標
・身近な課題（地元企業の経営者や社会人の雇用）を考察する中で、学びの価値を再定義することができる。
・ともに学ぶ大学生や話を聞く社会人の姿から自身の将来像やキャリアを考えることができる。

標準的な
到達レベル

地域の現状について主体的に学び、地元企業の経営者が考えるビジョンに直接触れた経験は、高校生の中で「シビック
プライド」として残り、将来社会の課題を解決していくための「動機」を持つことができる。

月 学校行事 項目 内容

４月
上旬：始業式、合宿

【オリエンテーション（全体）】 「総合探究学習の目的」の共有
中旬：研修旅行

下旬：
【情報収集】

講義：「豊岡市の概要」（豊岡市）
講義：「豊岡市と経済」（但馬信用金庫）

５月
上旬：

中旬：中間考査
【チームビルディング】 チーム分け、ワークショップ研修

下旬：

６月
上旬：英検

【発表（近梅祭）】 ※クラス
中旬：近梅祭

下旬：
探究活動①

「問いを立てる」：論題はオープンなテーマで。
資料やデータは、アンケートやインタビュー、実験など

７月
上旬：期末考査、模試

中旬：球技大会、芸術鑑賞
探究活動（グループ） 「探究サイクル」をまわす

課題設定⇒情報収集⇒整理・分析⇒発表・まとめ下旬：オープンキャンパス

８月
上旬：

探究活動（フィールドワーク) 企業訪問
中旬：

下旬：夏期合宿、模試
【全体講義➀】 探究活動における議論の進め方

９月
上旬：

中旬：体育祭、トップ合宿
探究活動（グループ） 仮説検証・課題の再設定

下旬：

10 月
上旬：中間考査

探究活動（グループ） 情報の再収集、整理、分析、考察
中旬：駿台模試

下旬：模試
【中間発表】 大学生とともに

11月
上旬：

中旬：

探究活動（グループ） 課題の分析、考察
下旬：

12月
上旬：期末考査

中旬：球技大会

下旬：特別授業

1月
上旬：

【全体講義➁】 レポートのまとめ方・発表方法・評価方法
中旬：共通テストプレ

下旬：進研模試
【総合探究学習のまとめ】 ポスターまたは、スライド作成

2月
上旬：共通テスト早期模試

中旬：
【最終発表】

ポスターセッション、プレゼンテーション等で
相互評価下旬：学年末考査

3月
上旬：

【評価】 「振り返りシート」：自己評価・他者評価
＋「担当教員評価」　⇒　「担任による評価」

中旬：共テ早期模試（代）

下旬：附属合同トップ合宿

評価
オリエンテーション時には「ルーブリック評価表」を提示して、評価基準等も説明しておく。
1年を振り返り「振り返りシート」(記述でもformでもよい）において、自己評価・他者評価（相互評価）をもとに、発表や成果
物の内容も含めて、担当教員が評価し「取り組み内容」、「評価」を90字以内で記述する。


